


















































































































































































































































。作品番号一六一六「銭越州に次韻す」詩の注（ 『蘇軾詩注解（三） 』 ）を参照。こ
の時は戸部尚書・中書舎人の任に在った。○景霊宮 　
宋・真宗の大中祥符五（一〇一二）年に建てられた、宋朝帝室



























う（ 『捜神後記』巻 ） 。２○旧踏一句
?
『白孔六帖』 （巻一〇〇）松柏八「鶴棲」の条に、 「千歳の鶴は、松柏に棲む」
















































































































































































































































































































































でいるさまをいう。作品番号一九〇五「定国が寄せらるるに次韻す」詩の注（ 『蘇軾詩注解（二十三） 』 ）を参照。○人傑 　
傑出した人物。ここでは
?





































































































































































































































































































































































































































































































































































































詩の注（ 『蘇東坡詩集』第 冊六五五頁） 参照。このとき
?
林侍講学士の任に在った。なお、ここで范百禄が詠じ




















































































の歌 （ 『宋文鑑』 は 「紫石
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如く、明星の心を説くに似たり」とある。王注はこの詩を孟郊「聞角」詩として引くが、宋本『東坡集』ではその王注が原注のかたちで記載され、詩題の「聞角」を「聞鶏」に作る（孔凡礼『蘇軾詩集』巻三六の校勘記による） 。蘇軾がこの句で「鶏鳴」 語 用いていることからみて、この注は自注であった可能性がある。星心は、
16句の注に引

















































































































































































































































































































































































































成都の人、 范祖禹のこと。 純父はその字であるが、 淳甫にも淳父にも作る。 「范祖禹に答う」 詩の詩題の注 （ 『蘇



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































由人として生きることをいう。 「孔文仲推官の贈らるるに次韻す」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊三七三頁）を参照。９○三径 　










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































三・四を除い ）すべ 詩題の末尾に「 の一字がある（近現代 刊本では「詩」の字が削られている） 。白居易は?詩




































































































































































































































































































































詩（ 『蘇軾詩注解（十五） 』 作品番号一八一三）の詩の注を参照。
26〇孤臣一句
?
孤臣は、主君に見捨てられた臣の
意で、臣下の謙称 韓
?
「江陵に赴くの途中、王
おう
二十補
ほ闕けつ
・李
り十一
拾しゆう
遺い・李二十六員
いん
外がい
、
?
林三学士に寄せ贈る」
詩（ 『韓昌黎集』巻一） 「孤臣
?
昔?
放逐せられ、血泣して愆
えん
尤ゆう
を追う」とある。一句では、哲宗の治世の安泰を詠じ
た
25句を承けて、孤臣に蘇軾自らを託して、安泰を見た陛下には御用済みの老臣はもう退いて故郷の田地を耕して暮
らしましょう、と述べている。
27 
28〇還将・留与二句 　
清廟は、 『詩経』周頌の詩の
?
名。毛序に「清廟は、文王を
祀るなり」とあり 周の文王 徳を称えた詩。留与は、……に留める。動詞の下につく与の字は、……のために、の意。蘇軾「張
ちよう
山人を訪うて山中の字を得たり
?
二首」その二（ 『蘇東坡詩集』第四冊四六二頁）の注を参照。野人は、
田舎者のこと。 『孟子』万章上
?
に「此れ君子の言に非ず、斉東の野人の語なり」とある。一句では、自らの退隠の
意を示した
26句を承けて、その田舎の人々を指す。
?
は、次ぐ。人の詩を次いで歌うこと。 『尚書』益稷に「乃ち
?つ
蘇軾詩注解（二十四）
三二
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いで歌を載
なして曰く、
?
元首明なるかな
?」とあり、 孔伝に「
?
は績なり」とある。二句は、 元
?
の代に、 蘇軾がこの「郊
祀慶成」詩 作ることを、周代に「清廟」詩が作られたことに擬して、さらにその頌詩を、自分の退隠先の田舎人たちと歌い継いでいきたい 述べている。瑞渓周鳳の説に「言フココロハ、何ゾ我一人ニ止
とど
マランヤ。当
まさ
ニ野人ヲシテ
同とも
ニ聖化ヲ歌ハ使
しムベシ」とある。
　　
今上陛下は大宋の盛んな国運を承
うけて即位なされ、天は陛下の世を太平の世と請
うけ合われました。当代の
文章は三代の世の盛んなるものを継承し、礼楽の制度は周公の時と同じく七年で定まりました。
　
大祭に天地は合わせ祀られ、奇数日に日月は明るく輝いております。泰壇は朝には大地が掃き清められ、夜
には星が清冽な光を注ぎます。　（今や陛下は）蒼天を傘と仰いで御
ぎよ
され、五岳四海を域内としてぐるりと閲覧なされます。北では本来の黄
河の流れが朔
さく
方・易
えき
水すい
の勢いを呑み込み、西の果てでは紛争の星が消え去りました。
柴さい
火かを焚いて天に告げれば霊妙なる日月がそれに応
こた
え、鑾駕にて巡行あそばされれば、めでたい徴
しるし
の霧が迎え
てくれます。 「需」で卜
うらな
われた雲が枯れきった草木をあまねく被
おお
い、 「解」で卜われた雨が万物の芽を目覚めさ
せます。
　
陛下の徳は（制約のある）言葉で言い表せるものではございません、箴言など呈しますのはやはり下々の情
というもので 民の言葉を天の声として陛下は汲みとってくださいましょう、天の声はもとより声無きものですが。　
国が豊かになったのは陛下が倹素を重んじられたゆえ、豊年になったのは陛下が生
せい
あるものを慈しまれたか
ら。陛下がおのれを虚しくなさったから天下はきちんとした状態になりました、陛下がおのれを律せられたから、自ずと武力に頼る術
すべ
が消えました。
南山読蘇会
三三
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国中に陛下の恵みがいきわたり、民は新たな
政まつりごと
に安んじておりますから、陛下に顧みられなくなった老臣
は故郷の田地を耕しに帰りましょう。そしてこの（陛下の徳を讃えた） 「清廟」の詩を、末永くそこの田
い
な
か舎人
びと
たちと歌い続けましょう。 
（担当 　
原田直枝）
